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世界全体の穀物等（大豆を含む）の需要量は、世界人口の伸び率を上回って増加。需要
量増加に対応して、生産量も増加トレンドにあるが、豊凶等により変動。消費の品目別内訳
をみると、とうもろこし、大豆の消費量が大きく増加。
（参考）1960年比で人口2.4倍、総消費量3.4倍、小麦・米3.1倍、とうもろこし5.0倍、大豆6.8倍(大豆のみ1970年比)

【１ 世界の穀物等の需給動向】
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資料：USDA PSD Online data、UN World Population Prospects：The 201５ Revision 資料：USDA PSD Online data

世界の穀物及び大豆の需給と世界人口の動向 穀物及び大豆の需要の品目別内訳
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世界の大豆生産量は、米国、ブラジル、アルゼンチンの上位３ヶ国で約８割の
シェア。近年の生産拡大が顕著なブラジル、アルゼンチンは、主に収穫面積の高
い伸び率が生産量増加に大きく貢献。

【２ 大豆の需給動向と貿易フローの変化：大豆の生産量】

世界の大豆生産量の主要国シェア

（2012-14年度平均）

主要大豆生産国における中期的な生産量の増減要因

資料：USDA PSD Online data

資料：USDA PSD Online data
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         （単位：1989～1991年度平均＝100）

1990年（3ヶ
年平均）

2000年度 2010年度 2014年度

米国 生産量 100 125 132 142
収穫面積 100 142 171 202
単収 100 114 130 142

ブラジル 生産量 100 135 234 311
収穫面積 100 214 408 521
単収 100 158 174 168

アルゼンチン 生産量 100 215 379 409
収穫面積 100 248 438 548
単収 100 115 115 134

世界 生産量 100 135 185 212
収穫面積 100 165 249 300
単収 100 122 134 141
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【２ 大豆の需給動向と貿易フローの変化：２０００年の大豆貿易フロー図】

大豆貿易は、２０００年（前後３ヶ年平均）には、米国の輸出量シェアが約５４％と高
く、輸入量シェアは中国が既に約２０％、日本も約１０％を占めていた。

注：Global Trade Atlasのデータで、大豆（HS1201）の主要輸出国から、100万トン以上輸出している貿易フローを作図

（単位：万トン）
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【２ 大豆の需給動向と貿易フローの変化：２０１３年の大豆貿易フロー図】

２０１３年（前後３ヶ年平均）には、ブラジルの輸出量シェアが大幅に高まる一方、輸入
量シェアは中国が約６４％まで上昇し、日本は約３％まで低下。

注：Global Trade Atlasのデータで、大豆（HS1201）の主要輸出国から、100万トン以上輸出している貿易フローを作図

（単位：万トン）
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世界全体のとうもろこし需要は、２０００年（前後３ヶ年平均）比で１３年（前後３ヶ
年平均）は約５１％増加。地域別には、特にアジア、アフリカ等で大きな増加率。用途別内
訳については、政策的なバイオエタノール向け需要の増加等による国際価格上昇により、飼
料用需要の伸びがやや鈍化。

【３ とうもろこしの需給動向と貿易フローの変化：とうもろこしの需要】

世界のとうもろこし需要動向の地域別内訳

(百万トン)

資料：USDA PSD Online data
6

とうもろこし需要の用途別内訳の動向
(百万トン)

資料：USDA PSD Online data
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世界のとうもろこし生産は、米国、中国、ブラジルの上位３か国で６５％のシェア。米
国は単収の伸びが生産拡大に寄与。ブラジル・アルゼンチンでは、主に単収の伸びが近年の
生産拡大を牽引し、輸出拡大。

米国
３４％

中国
２２％

その他
３５％

ブラジル
９％

世界のとうもろこし生産量の
主要国シェア

（2012-14年度平均）

資料：USDA PSD Online data

【３ とうもろこしの需給動向と貿易フローの変化：とうもろこしの供給】

主要とうもろこし生産国における中期的な生産量の増減要因

資料：USDA PSD Online data

　　　　　（単位：1969～1971年度平均＝100）
1970年度

（３ヶ年平均）
1980年度 1990年度 2000年度 2010年度 2014年度

米国 生産量 100 138 164 205 257 294
収穫面積 100 124 114 123 139 142
単収 100 111 144 167 186 208

中国 生産量 100 194 300 329 550 669
収穫面積 100 126 133 143 202 230
単収 100 154 227 230 273 291

ブラジル 生産量 100 156 169 288 398 590
収穫面積 100 124 131 126 134 153
単収 100 126 129 229 298 386

アルゼンチン 生産量 100 154 92 183 301 316
収穫面積 100 91 51 75 100 85
単収 100 172 183 247 304 374

世界 収穫面積 100 116 114 121 146 158
生産量 100 145 171 210 296 357
単収 100 125 149 173 203 226
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【３ とうもろこしの需給動向と貿易フローの変化：２０００年のとうもろこし貿易フロー図】

とうもろこし貿易は、２０００年（前後３カ年平均）には、米国の輸出量シェアが６５％
と高く、輸入量シェアは日本が世界最大の２２％を占め、その９３％を米国から輸入。

注：Global Trade Atlasのデータで、とうもろこし（HS1005）の主要輸出国から、100万トン以上輸出している貿易フローを作図

（単位：万トン）
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【３ とうもろこしの需給動向と貿易フローの変化：２０１３年のとうもろこし貿易フロー図】

２０１３年（前後３ヶ年平均）には、大豆と同様に、ブラジル・アルゼンチンの輸出量シェアが大幅に高ま
る一方、日本の輸入量シェアは約１３％まで低下し、米国からの輸入量比率も約７割に低下。また、かつての
輸出国であった中国の輸入量が近年急増。

注：Global Trade Atlasのデータで、とうもろこし（HS1005）の主要輸出国から、100万トン以上輸出している貿易フローを作図

（単位：万トン）

9



① ブラジルのとうもろこし第２作の生産量
② ブラジルのとうもろこし第１作・第２作の単収

【４ 南米２カ国によるとうもろこし生産と輸出】
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１ ブラジルのとうもろこし生産は、中西部を中心に大豆等の裏作として、とうもろこし
第２作の生産量が増加し、総生産量も増大。

２ 近年、大豆価格が相対的に有利なため、大豆の作付面積が拡大し、裏作であるとうも
ろこし第２作の作付面積が増加しており、加えて単収も増加しているため、とうもろこ
し総生産量に占める第２作の割合は約６割に上昇。

③ ブラジルの大豆・とうもろこしの作付面積

資料：ブラジル国家食料供給公社（CONAB）
資料：ブラジル国家食料供給公社（CONAB）

資料：ブラジル国家食料供給公社（CONAB）
注：2000年、14年度の数値は前後３ヶ年の平均値。
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① 南米２カ国のとうもろこし生産量と輸出量 ③ とうもろこし主要輸出国の輸出量

【４ 南米２カ国によるとうもろこし生産と輸出】
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アルゼンチンのとうもろこし生産は、単収の堅調な伸び等により増加し、輸出量は2009
年以降、1千6百万～9百万トンで推移し、ブラジルの輸出量も２千５百万トンまで拡大し
て、ブラジル・アルゼンチンの南米２カ国の輸出量が、米国の輸出量に匹敵。

資料：USDA PSD Online data

資料：USDA PSD Online data

② アルゼンチンのとうもろこしの単収

資料：アルゼンチン農牧水産省SIIA
注：1989年、2000年、14年の数値は前後３ヶ年の平均値。
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➁ ロシアの輸入禁止対象食品の輸入状況

【５ ロシアのウクライナ危機や通貨下落を巡る対応：穀物輸出関税と食品輸入禁止措置】

１ 通貨の大幅下落（ 2014年1月 1USD＝34ルーブル、2016年1月 78ルーブル）で穀物輸出に有利な状況が続
き、2年連続の豊作も相まって小麦等の輸出が進む一方、穀物の国内価格上昇等の懸念もある。
小麦に対しては、2015年2月から5月まで輸出関税を適用し、その後7月から再度新たな輸出関税を導入。現

在の税率は「課税価格の50％から6,500ルーブル/トンを差し引いた額（ただし 10ルーブル/トンを下回らない
額）」。

２ ウクライナ危機を巡り、米国、EU加盟国等の対ロ経済制裁実施国に対して2014年8月から導入した食品輸入
禁止措置（対象：水産物、食肉、乳製品、野菜、果実等）を2016年8月まで延長。別途トルコに対してもロシ
ア軍機撃墜の報復として2016年1月から類似の措置を適用。通貨安による輸入減もあり、例えば食肉では国産
による代替が進む。

➂ ロシアの畜産物生産・輸入動向
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2013年 2014年 2015年＊注

総輸入額（百万ドル） 23,135 20,379 10,970 

輸入禁止対象国 9,007 5,120 426 

輸入禁止非対象国 14,128 15,259 10,970 
資料：ロシア連邦税関庁

① ロシアの穀物生産・輸出動向

2010/11年度 2011/12年度 2012/13年度

数量（千トン） 構成比（%） 数量 構成比 数量 構成比

輸
出
量

穀物計 4451 100.0 27,477 100.0 15,795 100.0 
小麦 3,983 89.5 21,340 77.7 11,137 70.5 
大麦 267 6.0 3,609 13.1 2,255 14.3 

とうもろこし 37 0.8 1,903 6.9 1,931 12.2 

生
産
量

穀物計 60,960 100.0 94,213 100.0 70,908 100.0 
小麦 41,508 68.1 56,240 59.7 37,720 53.2 
大麦 8,350 13.7 16,938 18.0 13,952 19.7 

とうもろこし 3,084 5.1 6,962 7.4 8,213 11.6 

2013/14年度 2014/15年度 2015/16年度 *注

数量 構成比 数量 構成比 数量 構成比

輸
出
量

穀物計 25,453 100.0 30,843 100.0 13,868 100.0 
小麦 18,312 71.9 21,905 71.0 10,623 76.6 
大麦 2,709 10.6 5,335 17.3 2,268 16.4 

とうもろこし 4,055 15.9 3,025 9.8 855 6.2 

生
産
量

穀物計 92,385 100.0 105,315 100.0 104,299 100.0 
小麦 52,091 56.4 59,711 56.7 61,789 59.2 
大麦 15,389 16.7 20,444 19.4 17,546 16.8 

とうもろこし 11,635 12.6 11,332 10.8 12,685 12.2 

資料：輸出量はロシア連邦税関庁（2010/11年度のみUSDA）、生産量はロシア連邦統計庁。

注） 輸出量は農業年度（各年７月～翌年６月、2015/16年度は15年10月末の値）、生産量は暦年（2015年は暫定値）。

2013 2014 2015 *注

家畜・家禽生産量（生体重、千トン） 12,223 12,912 13,451 

輸入禁止対象食肉輸入量（千トン） 1,806 1,455 888 

牛乳生産量（千トン） 30,529 30,791 30,781 

輸入禁止対象乳製品輸入金額（百万ドル） 4,170 3,408 2,536 

資料：ロシア連邦統計庁、ロシア連邦税関庁

注）2015年の輸入は11月末までの数値。

注：2015年の輸入は11月末までの数値。輸入禁止対象品目の輸入がゼロにならないの
は、統計上禁止対象品目だけを抜き出せない部分があるため。
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インドでは、牛乳等＊の消費量が長期的な上昇トレンドにあり、2014年には世界の消費量
の約２５％を占めている。これに伴って、牛の飼養頭数も増加傾向（特に外来種のジャー
ジー、ホルスタイン）。＊牛乳等には水牛、山羊等由来も含む。

【６ インドの牛乳等消費量増と牛肉輸出増】

インドの牛乳等消費量

資料：USDA PSD Online data、FAOSTAT

資料：USDA PSD Online data

主要国・地域の牛乳等消費量割合（2014年）

インドにおける牛の飼養頭数

（単位:1,000頭）

資料：Ministry of Agriculture, Basic Animal Husbandry Statistics 2006 および 2013
注：2007年は予測値
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インドでは、牛肉の消費量も増加傾向にあるが、生産量の増加率が上回っている結果、
近年牛肉輸出量が著しく増加し、2014年には世界の輸出量の約21％を占める主要輸出国に台
頭。価格面での国際競争力に加えて、精肉業者の多くがイスラム教徒であり、ハラル承認を
受けた牛肉であることが、輸出拡大の要因。

【６ インドの牛乳等消費量増と牛肉輸出増】

インドの牛肉生産量・消費量・輸出量

資料：USDA PSD Online data

（1,000トン）

資料：USDA PSD Online data

主要国の牛肉輸出量割合（2014年）

資料：Global Trade Atlasのデータで、牛肉（生鮮及び冷蔵）、
牛肉（冷凍）を合計して算出

インドの牛肉輸出先割合（2014年）
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世界のバイオ燃料（バイオエタノール・バイオディーゼル）生産量は増加しつつも、増
加率は減少傾向にある。今後の生産量はほぼ横ばいで推移することが見込まれる。

【７ バイオ燃料の生産動向】

➀ 世界のバイオエタノール生産量と増加率の推移 ➁世界のバイオディーゼル生産量と増加率の推移
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（資料）F.O. Licht World Ethanol & Biofuels Report より作成。
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食料、鉄鋼・非鉄金属価格は2011年以降、エネルギー価格は2012年以降、下落基調で推
移している。また、国際穀物等の価格も2012年以降、下落基調で推移している。ただし、
2006年以前よりは高い水準である。

【８ 国際商品価格・穀物等の価格の推移】

➀ 国際商品価格の推移 ➁国際穀物等価格の推移

（資料）IMF Primary Commodity Prices より作成
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（注）食料は、穀物、植物油、肉類、魚介類、砂糖、バナナ、オレンジを含
む。鉄鋼・非鉄金属は、鉄鉱石、銅、アルミニウム、すず、ニッケル、銅、亜
鉛、鉛、ウランを含む。エネルギーは、原油、天然ガス、石炭を含む。

（資料）IMF Primary Commodity Prices より作成。
（注）とうもろこしは、U.S. No.2 Yellow, FOB Gulf of Mexico, U.S. 

price、米は、5 percent broken milled white rice, Thailand 
nominal price quota,大豆はU.S. soybeans, Chicago Soybean 
futures contract (first contract forward)、小麦はNo.1 Hard 
Red Winter, ordinary protein, Kansas Cityの価格である。
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◎単位面積当たり収量（単収）の増加
◎収穫面積の動向

◎主に途上国における世界人口の増加（国連の予測「World Population Prospects: 
the 2015 Revision」に基づき推計）

◎鈍化しつつも新興経済国・途上国の相対的に高い経済発展（実質GDPは世界銀行の
「World Development Indicators 2015」、実質経済成長率はIMFの「World Economic 
Outlook 2015」に基づき推計）

◎所得向上に伴う畜産物・飼料穀物等の需要増
◎バイオ燃料原料向け農産物の需要（米国・ブラジル等のバイオ燃料政策における目
標使用量が継続することを前提）

需要

供給

価格を媒介として各品目の需要と供給を世界
全体で毎年一致させる需給分析モデル

１．「世界食料需給モデル」による予測は、農産物輸入国自ら、世界全体の食料需給を見通
し、ありうべき事態を想定することを通して、我が国における食料の安定供給を将来にわ
たって確保することに資する。

２．「世界食料需給モデル」による予測は、現行の単収の伸びが継続し、収穫面積の拡大に
特段の制約がないことを前提とし、各国政策の変更等は考慮せず、天候が平年並みに推
移した場合の予測（ベースライン予測）。気候変動等による影響については今後の課題。

Ⅱ. 見通し編
【９ 世界食料需給モデルによる予測の目的、前提等】

17
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【１０ 世界食料需給モデルによる試算に使用した世界人口及びＧＤＰの見通し】

１ 人口は、アジア・アフリカなどの途上諸国を中心に伸び率を下げつつも増加。中期的
には、世界経済全体は緩やかに成長し、一人当たりGDPも増加傾向で推移。

２ 世界の経済成長は、一部の先進国や新興国が減速して緩慢だが、中期的な経済成長率
は、新興国・途上国等で依然として先進国より相対的に高い見通し。

② 新興国等の経済成長率は先進国より相対的に高い水準

資料：世界銀行「World Development Indicators 2015」、国連「World Population Prospects：The 2015 Revision」、ＩＭＦ「World Economic Outlook 2015」 から試算。
注：20１5年まで実績値で、2016年以降は推計値および予測値。

① 総人口は堅調に増加、世界全体の一人当たり実質GDPは

緩やかに増加

　　　　　　　(単位：％）
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均
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日本 1.4 0.3 1.0 0.6 1.0 0.7
ブラジル 3.0 4.2 1.3 -3.0 -1.0 2.4
ロシア 6.8 3.8 1.8 -3.8 -0.6 1.4
米国 2.8 0.9 2.1 2.6 2.8 2.4
ＥＵ 2.4 1.2 0.6 1.9 1.9 1.9
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【１１ 地域別の需給見通し：小麦】

① 小麦の地域別生産量及び消費量の見通し ② 小麦の地域別貿易量（純輸出入量）の見通し

注：純輸出入量には、地域内の貿易量は含まれない。

１ 小麦の世界の生産量及び消費量は、現状に引き続きアジアと欧州で約７割を占める見
通し。

２ 消費量に比べて生産量の水準が相対的に低いアフリカ・中東などの途上国を中心に
純輸入量が増加。欧州、北米、オセアニアで純輸出量が増加する見通し。
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【１２ 地域別の需給見通し：とうもろこし】

① とうもろこしの地域別生産量及び消費量の見通し ② とうもろこしの地域別貿易量（純輸出入量）の見通し

注：純輸出入量には、地域内の貿易量は含まれない。

１ とうもろこしの生産量及び消費量は、すべての地域で増加する見通しで、アジア・ア
フリカにおける純輸入量の増加を、北米・中南米による純輸出量の増加がまかなう見通
し。

２ 米国におけるバイオエタノール需要の伸びが鈍化し、バイオエタノール仕向け原料用と
うもろこしの需要の伸びが停滞することにより、米国の純輸出量は増加する見通し。南米
のブラジル・アルゼンチンも純輸出量を増やす見通し。
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【１３ 地域別の需給見通し：米】

① 米の地域別生産量及び消費量の見通し ② 米の地域別貿易量（純輸出入量）の見通し

注：純輸出入量には、地域内の貿易量は含まれない。

１ 米の世界の生産量及び消費量はアジアが８割以上を占め、今後も需給が拡大する
が、それ以外の地域では、特にアフリカ・中東で消費量が増加する見通し。

２ アフリカ・中東で人口増加により純輸入量が増加するのに対し、アジアのタイ、ベト
ナムを中心に純輸出量を増やし、アジアからアフリカ・中東への貿易が拡大する見通し。
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【１４ 地域別の需給見通し：大豆】

① 大豆の地域別生産量及び消費量の見通し ② 大豆の地域別貿易量（純輸出入量）の見通し

注：純輸出入量には、地域内の貿易量は含まれない。

１ 大豆の生産量の伸びはアジアと欧州で相対的に低く、中南米・北米の生産量の伸びが
高くなる一方で、消費量はアジアを中心に増加する見通し。

２ アジア（特に中国）及び欧州における純輸入量の増加を、ブラジルが牽引する中南米
及び米国が牽引する北米の純輸出量増加でまかなう見通し。
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【１５ 地域別の需給見通し：肉類】

① 肉類の地域別生産量及び消費量の見通し ② 肉類の地域別貿易量（純輸出入量）の見通し

注：純輸出入量には、地域内の貿易量は含まれない。

１ 肉類の中でも、鶏肉の世界全体の生産量及び消費量が牛肉を超え、豚肉はアジアを
中心に生産量および消費量が増加し、牛肉の生産量および消費量の増加は相対的に
低い見通し。

２ 中東・アフリカにおいても純輸入量が増加する見通しだが、特にアジアの純輸入量の
伸びが大きい。これらの純輸入量の増加を、ブラジルを含む中南米および米国を含む
北米を中心とする純輸出量の増加でまかなう見通し。
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① 用途別穀物消費量と１人当たり年間肉類消費量

（世界合計）

② 穀物の生産量、単収、収穫面積（世界合計）

【１６ 穀物等の需給見通し：世界の穀物の消費・生産の内訳】

24

１ バイオ燃料原料用穀物需要の伸びは鈍化するものの、新興国及び途上国を中心とし
て、所得向上による肉類消費量の増加に伴う飼料用需要の増加と人口増による食用消
費の増加によって穀物消費量は増加する見通し。

２ 今後、穀物の単収（単位面積当たりの生産量）の伸びは鈍化するが、収穫延べ面積の
増加よりも単収の増加によって生産量を増やす傾向は続く見通し。
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① 主要品目の消費量の変化 ② 各品目の実質価格の増減率に差異

【１６ 穀物等の需給見通し：世界における各品目の消費増と国際食料価格】

１ 所得向上等による消費量の増加率の見通しは品目によって異なり、2000-2002年の平均
に比べ、乳製品や肉類等の畜産物や植物油消費量で増加率が高い傾向。

２ 各品目の実質価格の上昇率も品目間で較差があり、穀物等は緩やかな上昇率に留まる。
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    （単位：ドル／ｔ（耕種作物）、ドル／100kg（畜産物））

増減率

小麦 262 267 2.0%

とうもろこし 250 256 2.3%

米 509 514 1.0%

その他穀物 197 201 2.2%

大豆 510 530 3.9%

植物油 1,028 1,173 14.1%

牛肉 438 451 3.0%

豚肉 200 209 4.5%

鶏肉 227 244 7.8%

バター 393 541 37.8%

脱脂粉乳 394 488 23.8%

チーズ 437 455 4.0%

2025年（目標年）の
実質価格品　　目

基準年
（2012-14
年）の価格
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注 ２０１５年までが実績値で、２０１６年から２０２５年までは需給データによる予測値。小麦、とうもろ
こし、大豆の将来の名目価格は、米国の消費者物価指数（ＣＰＩ）を用いて算定し、タイのＣＰＩを用いてい
る米と比較して差があるようにみえるが、小麦・とうもろこし・米・大豆の伸び率はほぼ同程度である。

【１７ 穀物等の需給見通し：穀物及び大豆の国際価格見通し】

１ 穀物及び大豆の国際価格は、２００６年以前の水準には戻らないが、実質価格ベース
で、ほぼ横ばいの低位で緩やかに推移する見通し。

２ 穀物及び大豆の名目価格は、消費者物価指数を勘案するため、幾分上昇の見込み。
（我が国国内の円貨ベースの輸入調達価格は、為替の影響に依る）
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１ 中長期的な世界食料需給見通しに関しては、各機関が公表しているが、目的の違いにより、それぞれ輸出国の
立場、各国の農業政策の影響、途上国の食料問題への強い関心等が反映されている。

２ 我が国の「世界食料需給モデル」では、国際機関や食料輸出国の予測だけに依存することなく、食料の輸入国
の立場から分析を行うという視点に立ち、日本と同様に食料輸入国であるアジア各国の需給分析も強化して、我
が国独自の将来の食料需給を自然体で見通し、世界の食料事情の変化に対応した新たな食料戦略の検討等に活用
されている。

【（参考）他機関における世界食料需給見通しの概要】

機関名
公表資料名
(公表年月)

見通しの目的 見通しの概要

米国農務省
（ＵＳＤＡ）

USDA Agricultural 
Projections to 2025 

(2016年2月）

米国の農業政策に要するコストを
予測するとともに、米国の中期的
農産物貿易動向を予測するために、
米国農産物市場を中心に中期的な
食料需給見通しを実施

2025年においても、世界最大
の食料輸出国である米国のと
うもろこし等の輸出量と中国
の大豆輸入量は着実に増加す
る見込み。国際農畜産物価格
については公表せず。

経済協力開発機構

（ＯＥＣＤ）
及び

国連食糧農業機関

（ＦＡＯ）

OECD-FAO 
Agricultural Outlook 

2015-2024
（2015年6月）

各国の農業政策が世界の農産物需
給に与える影響について分析する
ことを目的として中期的な世界食
料需給見通しを実施

2024年における穀物等の平均
名目価格は、2008年以前の水
準より高いが最近の水準より
低く安定し、食肉・乳製品価
格は上昇傾向の見込み。

国連
食糧農業機関
（ＦＡＯ）

World Agriculture: 
towards 2030/2050

（2006年6月）

世界の食料、栄養不足等の諸問題
を検討するために、世界の食料供
給、栄養、農業等について長期見
通しを実施

世界の穀物生産量・需要量は
2050年には30億トンを超え、
開発途上国のうち東アジア地
域では需要量の増加率が生産
量の増加率を超える見込み。
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【（参考）世界食料需給モデルの概要】

１ 対象品目（合計20品目）
① 耕種作物６品目（小麦、とうもろこし、米、その他穀物、大豆、その他油糧種子）
② 食肉・鶏卵５品目（牛肉、豚肉、鶏肉、羊肉、鶏卵）
③ 耕種作物の加工品４品目（大豆ミール、その他のオイルミール、大豆油、その他の植物油）

④ 生乳・乳製品５品目（生乳、バター、脱脂粉乳、チーズ、全脂粉乳）

２ 目標年次、基準年次、比較年次
① 目標年次：2025年（現在から10年後）
② 基準年次：2012～2014年の3年平均
③ 比較年次：2000～2002年の3年平均

３ 予測項目
品目別・地域別の消費量、生産量、純輸出入量及び品目別国際価格（実質・名目）

４ 対象範囲及び地域分類
① 対象範囲：世界全体（すべての国）
② 地域分類：

ⅰ 予測に用いるデータの地域分類は、地理的基準により８地域区分に分類した。
（小分類として３１ヶ国・地域に分類）

ⅱ 品目毎の需給予測は、基本的にこの８地域区分により示した。
なお、各種パラメータ等について精度を向上させたことから、この８地域区分に

加え参考値として品目毎に主要な生産・消費国の需給予測の結果も併せて示した。
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